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1．はじめに
本研究の背景
　少子高齢社会に伴い、65歳の高齢者がいる世
帯は、昭和55（1980）年は全世帯のうち24.0%で
あったが、平成27（2015）年には47.1%に増加して
いる。また、三世代同居家庭は、昭和55（1980）年
では高齢者のいる家庭の50.1%がであったが、核
家族化や単独世代、夫婦のみの世帯の増加により、
平成27年には12.2%まで落ち込んだ。そのため、
高齢者、子どもそれぞれにとって、家庭での世代
間交流の機会が減っている。
　1994年の高齢社会福祉ビジョン懇談会による
『21世紀福祉ビジョン ―少子・高齢社会に向けて
― 』では、世代と世代の間に断絶がみられ、人間
関係が疎遠になっていく状況であるが、地域に
住む人々の精神的な絆を強めるような交流の促
進、世代間の文化や生活の知恵・知識の伝承が図
られるような「現代の井戸端会議」を意識的に現
出していくことが大切であるということを強調
している。
　世代間交流は、単に世代間の相互理解を深め
るだけでなく、経験豊富な高齢者自らの知識や
経験を活かして、地域の相談役としての役割や
子ども達との交流を通じた文化伝承者としての
役割など、様々な役割を果たすことが期待され
ていると指摘されている。
2．本研究の目的
　平成28年度より、地域づくりインターンとし
て芳川地区に関わって活動を行う中で、住民同
士の関わり方および、コミュニティの在り方に
ついて深く考えるようになった。人口が増加す
る地域においては、住民の暮らし方も多様化し
ており、昔から住む人、新たに移り住む人、子ども、
高齢者など、様々な人が混在して生活をしている。
その中で、住民間で少しずつ溝ができているの
ではないかと感じ、その溝を埋める一つの手段
として世代間交流を取り入れながら、住民同士
の関係性構築を促す方法を検討することを本研
究の目的とする。
3．芳川地区の概要
　芳川地区は、松本市で2番目に大きな地区で、
人口16,902人、高齢化率は22.1%で、松本市全体
の平均27.3%より低い。また、子どもの割合は
18.3%で、松本市全体の平均17.3%より高く、若
い世代が多い地区である。平成28年は203名、平
成29年は10月時点で181名の新生児が誕生する
など、人口は5年連続で増加している。
　地区内には、JR平田駅、村井駅があり、国道19
号が通り、塩尻北ICが近いなど、交通の要所と
して機能している。
　商業施設、教育施設、医療機能が充実しており、
交通の便も良いことから新規住宅の建設も盛ん
である。そのため、他地域から移り住む人も多
くいる。また、子育てについては、「こんにちは
赤ちゃん事業」からはじまり、公民館、福祉ひろ
ばにおいても精力的にサポートをしていること
から安心して子育てができる環境も整っている。
　地区の課題としては、新旧住民が混住し、成熟
した地域のコミュニティーの形成が難しく、住
民同士のつながりの希薄化が見られる。また、
構成する8町会（村井町、小屋、野溝、平田、美芳町、
長丘町、北原町、木工町）が異なる特色を持って
いるため、それぞれの特色を活かせる地域づく
りをしていくことが必要であると考えている。
4．地域づくりインターンとしての実践
事例
栄養士の知識を活かし、食を通じた事業を実施
　仲間と一緒に料理して食べることにより、食
の楽しさを体感し、感謝の心を育みながら、心身
の健全育成につながればと考えている。以下の
実践事例は、地区内に住む様々な世代に応じて
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の献立の展開、季節や地域食材を使って五感で
感じられる食をコミュニケーションの一つのツー
ルとして利用しながら、地域をつなげることを
目的としている。
4－1　研究の背景
4－1－1　食育学級実施内容
　芳川公民館と芳川保育ゆりかご会が共催で行っ
ている食育学級に関わって2年になる。生活の基本
となる食は老若男女どのような年齢層の人も関心の
ある事柄の一つであり、食をツールにして地区につ
いて知ろうと考えた。
　芳川地区の食育学級は、畑で作物を育て、収穫
をし、口に入るまでの食農教育の要素を取り入れて
おり、松本市内で耕作も実施している公民館は珍
しく、先進的な活動と言える。対象は地区内に住む
未就園児親子で、参加する子どもはスコップなどで
楽しく土いじりをする。母親はくわなどの農機具の
使い方を教えてもらいながら、畑の手入れを手伝い、
子供と一緒に農業体験をする。季節に応じて、じゃ
がいも、とうもろこし、サツマイモ、松本一本ねぎ、
野沢菜等を育て収穫し、採れたての新鮮な味を見
るという一貫した取り組みである。
　私は1年目、畑の手入れ、収穫した野菜の調理の
補助、保育など、幅広く仕事をしながら地区のこと
を教えてもらっていた。2年目に入ってからは、私も
企画段階から携わらせてもらい、年間10回の事業
内容の選定、事業の進め方などについて、運営側に
も大きく関わるようになった。その中で私も講師を
させてもらう機会が何度かあり、6月、7月、10月、12
月の回では、親子で料理をする内容とし、食に触れ
る機会を増やした。講師を担当することにより、参
加している母親たちと話す機会が増えた。その結果、
より多くの意見を聞くことができ、それらを次に反
平成29年度食育学級実施内容
回数 日時 開催場所 実施内容 講師
1
4月26日（水）
10時〜12時
野溝公民館
①食育講座
「乳幼児期の食事」
②じゃがいもと松本一本ねぎの植え付け
健康づくり課
管理栄養士
2
5月17日（水）
10時〜12時
野溝公民館
①さつまいもとトウモロコシの植え付け、種まき
②畑の手入れ、草取り
なし
3
6月21日（水）
10時〜12時
野溝公民館
親子料理教室
※畑の手入れは雨天のため中止
インタ ンー伊藤
4
7月26日（水）
10時〜12時
野溝公民館
①じゃがいもとトウモロコシの収穫
②採りたてじゃがいも、トウモロコシの味見
インタ ンー伊藤
5
8月23日（水）
10時〜12時
野溝公民館 親子料理教室
芳川地区食生活
改善推進協議会
6
9月13日（水）
10時〜12時
野溝公民館
①野沢菜の種まき
②畑の手入れ、草取り
なし
7
10月4日（水）
10時〜12時
野溝公民館
①野沢菜の間引き、サツマイモの収穫
②すいとん作り
インタ ンー伊藤
8
11月29日（水）
10時〜12時
野溝公民館
①野沢菜と松本一本ねぎの収穫
②野沢菜の簡単切漬け
なし
9
12月20日（水）
10時〜12時
芳川公民館 クリスマス会 インタ ンー伊藤
10
2月21日（水）
10時〜12時
芳川公民館 おやきづくり
農村女性委員会
林 昌美氏
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映させることで、より満足度を高めることができた
と思う。
写真1　ねぎの植え付け
写真2　親子料理教室
　芳川地区は宅地造成が盛んで、新規住宅も多い
ので若い世代も多く移り住む傾向がある。教育施
設や医療施設も充実しており、子育てをしやすい環
境にあるため、一人っ子ではなく、兄弟、姉妹がい
る家庭も多い。そのため、周りの母親仲間に食育
学級のことを教える人が多くいる。毎年地区内外
から多くの参加希望者がいるが、人数が増えすぎ
てしまうと内容自体の質の低下も起こり得るため、
地区内に住む親子20組に参加者を限定している。
　食育学級について参加者の感想を聞くと、「子
どもと一緒に土に触れる機会があり、自分でも
簡単な野菜を育ててみたくなった」や「食育学級
を通して芳川地区について知るきっかけになっ
た」などの意見もあった。その中でも、一番多く
あがった意見が、「子どもの面倒を見てもらいな
がらできるのは大変ありがたい」というものだっ
た。これについては、共催している芳川保育ゆ
りかご会の協力があるからこそだと感じている。
4－1－2　食育学級のはじまりとこれから
　食育学級を運営するうえで、芳川保育ゆりかご会
（以下、ゆりかご会と表記）の存在はとても大きい。
元 、々ゆりかご会で食育学級の前身の活動をしてお
り、3年ほど前から公民館事業として取り組むよう
になった。食育学級で利用している畑は、ゆりかご
会を立ち上げた野溝町会のYさんの厚意で貸して
もらっているものである。Yさんは参加者たちにや
さしく農業指導もしてくれている。同事業の前身で
ある「出会い学級」では、食育がメインの活動では
なく、子育中の母親たちの学びや、子育ての息抜き、
参加者と会員の交流のきっかけづくりの保育のボラ
ンティアであった。この「出会い学級」から考える
と、同事業は平成5年から20年以上活動が続いて
いることになる。その中で、当時の会長であったY
さんが自分の畑で育てた野沢菜を使って、参加者
と会員が一緒に切漬けを作ることを交流の1つとし
て取り組んでおり、保育だけでなく、地域に伝わる
伝統料理の継承も行うなど、次第に食育に力を入
れるようになった。はじめは、野沢菜漬けやおやき、
五平餅づくりなど地域食を作っていた。畑を取り入
れるようになったのは平成27年あたりからで、これ
まで試行錯誤を繰り返しながら発展してきた。
　しかし、平成5年に立ち上がったゆりかご会も結
成20年を超え、会員の平均年齢も高齢化している。
当初50代で始めた代表のYさんも今は82歳で、保
育したい気持ちはあるが、体調が心配だと話して
いる。他の会員も自分の体調を気遣い、年々会員
数も少なくなってきている。畑だけは、後継者を育
てながらなんとか続けたいと話してくれているが、
会員への負担が大きくなり、これまでと同じやり方
では、この先、活動を続けていけるとは思えない。
今後も事業を続けていくためには、これまでのやり
方を見直しながら、ゆりかご会の継続についても考
えていくことが必要である。1つの団体だけに依存
するのではなく、地区全体で協力できるようなやり
方に切り替える時期に入ってきているのではないだ
ろうか。
4－2　キッズクッキング
4－2－1　キッズクッキング実施内容
　学校の授業だけでは経験できない学びの場を
地域の中に作りたい、地域の社会教育施設である
公民館をより身近に感じられるような活動をしたい
と考えていた。また、地域に出て活躍のできる学生
を育成するため、松本大学と共同で企画を実施し
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たのが同事業の始まりである。同事業は地域づく
りインタ ンー1年目から継続して行っている。
　1年目の平成28年度については芳川地区で2回、
鎌田地区と合同企画で1回行った。平成29年度につ
いては芳川公民館を会場に、松本大学生、芳川地
区食生活改善推進協議会と合同企画でそれぞれ1
回ずつ行い、計2回のキッズクッキングを実施した。
〈1回目〉
8月17日（木）10：00〜12：00
「みんなあつまれ!!キッズクッキング　ビックリ
発見!おいしい科学」
実施場所：芳川公民館 料理実習室、和室
参加人数：18名
　　　　（ 内訳：芳川小学校児童 4年生8名、5年
生5名、6年生2名、松本大学人間健康学
部健康栄養学科4年生2名、担当教諭1
名）
　松本大学人間健康学部健康栄養学科の学生と
一緒に、牛乳の持つ化学特性を学び、バター、カッ
テージチーズ、アイスクリームの実験調理を行っ
た。小学校4〜6年生を対象とし、それぞれの学
年の子たちがグループになり、上の学年が下の
学年に教えるという形で事業を進めた。子ども
一人ひとりに役割を持たせ、責任を持って行っ
てもらった。同じ小学校であっても、普段交流
することの少ない学年の子ども達は、開始当初
こそ緊張していたが、徐々に緊張がほどけてきて、
朗らかな雰囲気で行っていた。わからないこと
があれば、グループ内や全体で共有しながら学
びを深めることができた。
写真3　乳製品の実験
写真4　乳製品の調理
〈2回目〉
3月4日（日）10：00〜13：00
「親子で作ろう!わくわくクッキング」
開催場所： 芳川公民館 料理実習室、芳川福祉ひ
ろば
参加人数：20名
　　　　（ 内訳：1年生3名、4年生1名、園児2名、
保護者3名、芳川地区食生活改善推進
協議会員9名、旭松食品㈱2名）
　芳川地区食生活改善推進協議会と共同企画で
実施した。飯田市に本社がある旭食品株式会社
の方に講師を依頼し、高野豆腐を使用した料理
教室を行った。高野豆腐は栄養価が高く、健康
食品としても有名であるが、煮物以外の調理法
がなじみが少ないということもあり、子どもで
も簡単にできるメニューを中心にお願いした。
日頃から家事の手伝いをする子どもも多く、上
手に包丁を使ったり、卵を割っていた。一緒に
参加していた母親たちが見守る中、子ども達は
真剣なまなざしで積極的に料理していた。また、
食生活改善推進協議会員の丁寧なサポートがあ
り、安心して作業を進めることができた。家庭
では分の力で最初から最後まで調理する経験が
少ない子ども達も、周りの力を借りながらでは
あったが、自分の力で調理することができて非
常に満足そうにしていた。普段は好き嫌いが多く、
食物を残すことが多い子どもも「自分で作った
からさらにおいしい」と完食していた。また、一
緒に参加していた母親達も「高野豆腐は含め煮
しか調理法知らなかったが、簡単においしくで
きたので、また家でも一緒に作ってみたい」と話
していた。短時間ではあったが、子ども達の成
長も垣間見えた。
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写真5　キッズクッキング①
写真6　キッズクッキング②
4－2－2　キッズクッキングの展開
　キッズクッキングは平成28年度より始めて、この2
年間で地区内では4回実施した。芳川地区では、「地
区の子どもは地区で育てる」という思いで展開され
ている青少年育成事業も数多くある。私自身も、子
どもの成長に役に立ちたいという思いがあり、地区
の子ども達が学校以外で学べる場所を地域につく
ることで、生きる力、想像する力を持てると考え、同
事業を実施する運びとなった。
　また、地域づくりインターンの活動の1つとして、
地域と大学をつなぐ役割も担っているが、芳川地区
では松本大学とのつながりが少ないこともあり、両
者の関係性を築くきっかけづくりも兼ねて、松本大
学人間健康学部健康栄養学科に話を持っていき、
共同企画として同事業を始めた。学生が事業に関
わることで、子ども達はリラックスした気持ちで安
心して参加することができた。学生にとっても学外
で自分の学びを活かすことができて良い機会には
なったのではないかと思う。地域づくりインタ ンーと
して地区に入って、食に関わる団体の方 と々の関係
性を築いていくなかで、各団体でも自分達の学びや
スキルを地区に還元したいという思いを持っている
ことがわかってきた。そういった思いを知ってからは、
住民をうまく巻き込んでいけないかと考えるように
なり、今回は、食生活改善推進協議会と親子で簡
単においしくできる料理教室を企画することとなった。
同じ地区の住民が行っているということで安心感
もあり、その後の関係性も期待できる。今後は、小
学生対象のものだけでなく、園児向けや、大学進学
などで一人暮らしをするようになる世代もターゲッ
トにしていければと思う。今後は、食生活改善推進
協議会だけでなく、別の協力者を募っていきたいと
考えている。キッズクッキングの展開としては、子ど
も達が自ら考えて実施できるような内容へと変換し
て進めていくことを検討している。
4－3　世代間交流事業
4－3－1　世代間交流事業実施内容
「世代間交流事業（肉まん、ピザづくり・昔遊びをしよ
う！）」
開催日時：3月27日（火）9：30〜12：30
開催場所： 芳川公民館 料理実習室、和室 芳川福
祉ひろば
参加人数：42名
　　　　（ 内訳：芳川学童クラブ児童18名、芳川学
童クラブ引率職員2名、地域ボランティ
ア20名、ひろば職員2名）
　福祉ひろば事業の一環として、「春休みの世代間
交流」を企画実施した。芳川地区でも祖父母世代
と一緒に暮らす家庭が減り、ほとんどの家庭が両
親と子どもの核家族である。祖父母世代にあたる
世代においては単身や、夫婦二人で暮らしているこ
とが多く、双方に、異なる世代とどのように関われ
ばよいかという状況も生まれている。また、小学校
では、春休み、夏休みなどの長期休暇における“子
どもの居場所”に関する事業を進める動きも出てき
ている中での開催となった。
　異なる世代との交流を通して、互いに思いやれる
心を育み、自ら考えて行動できる子どもの育成につ
なげることも考えて同事業を行った。企画段階より、
福祉ひろばとだけでなく、学童クラブとも打ち合わ
せを行い、子ども達が同じ地域の住民と一緒にやっ
てみたいことをあげてもらい、楽しめる内容を考えた。
学童クラブでは、子ども達で食事を作る機会もあり、
カレーやおにぎりなどを作ることがあるようだ。し
かし、お菓子やパンを作る機会は少ないため、作っ
てみたいという意見が多かった。そのため、メイン
のごはんになる肉まんとピザ、甘いデザ トーとして
も楽しめるカスタ ドークリームを具にしたカスタ ドー
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まんを作った。いざ作ってみると、生地が柔らかく
苦戦する子どもも多く見られた。包み方などはグルー
プが一緒になった地域のおじさん、おばさんに教え
てもらいながら、みんなで楽しく作っていた。遊び
の時間には、普段から学校でやっている「百人一首」、
「花札」、「トランプ」などを行った。子ども達が遊び
のやり方を教えながら和気あいあいとしている姿
が印象的だった。地域の大人達も、童心に返った
ように楽しく遊んでいた。苦労して作った料理の味は、
格別だったらしく、「おいしい」という声が部屋の至
る所から聞こえ、満足そうに食べていた。互いに協
力しながら、進めることができ、今後も定期的に異
世代のつながりが持てる活動をしていきたいと感じ
た。
写真7　肉まんづくり
写真8　昔あそびで交流
4－3－2　世代間交流の展開
　福祉ひろばでは、毎年夏休みに芳川学童クラブ
と児童センターに通う児童との交流会を開いている。
交流会の企画内容については福祉ひろばで考えて
実施することが多かったが、今回は子ども達と話し
合いながら、子ども達が地域の人とやりたいことを
基本に企画内容を考えた。お客さんとしてではなく、
企画者の一員として参加することで、児童の自主性
につながったのではないかと思う。また、福祉ひろ
ばを利用する地域のボランティアの方々に子どもと
同じグループに入ってもらったが、自分の孫を見る
ように温かく接していた。異なる世代との関わりを
持つことで、相互に相手を思いやる気持ちを持つこ
とができると思われるため、今後も同様の機会を
作っていくつもりである。
4－4　町会でごはん
4－4－1　町会でごはん実施内容
　これまでの活動は、広域的に「地区」として実施
する内容が多かったが、更に身近な町会単位での
交流の場づくりの必要性を考え、平成29年度より同
事業を始めた。
平田町会
芳川地区の北東に位置している
世帯数　1,150軒
人口　　2,489人
松本市HPより（平成29年10月現在）
「平田でごはん（肉まんづくり）」
開催日時：1月20日（土）10：00〜13：00
開催場所：平田公民館
参加人数：27名
　　　　（ 内訳：幼児2名、30代女性1名、40代男性
1名、50代女性1名、60代男性2名、60代
女性6名、70代男性1名、70代女性11名、
80代以上女性2名）
　芳川地区は、人口規模が年々増加している地
区である。反して、単位町会が少なく、各町会ご
との動きが活発なのも特徴の一つである。地区
としてのつながりは大事にしつつ、さらに小さ
い“町会”という単位での住民間の絆づくりにつ
いても必要であると感じている。同じ町会に暮
らす住民間での関係性が構築できることにより、
万が一防災が起こった際にも助け合えることが
できるのではないかと思う。また、同じ食卓を
囲むことで、会話がはずんだりして、互いのこと
を知るきっかけになると感じ、同事業の実施を
企画した。
　参加者からは、「同じ町会に住んでいるが、話
したことがなかったので、良い機会になった」や
「みんなで工労して作って食べるとおいしい」、「冬
場で家から出ないことが多かったので、久しぶ
りに出てきて交流することができて楽しかった」
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などの感想をいただいた。
　参加者は、町会のサロン事業に出てきたり、普
段から町会の行事に参加したり、ボランティア
団体に所属している人も多かった。その中には、
私の活動を応援してくれて「伊藤さんがやるか
ら来た」という声をかけてくれる人もいて大変
うれしく思った。
写真9　平田でごはん①
写真10　平田でごはん②
図1　男女別・年代別参加者割合
図2　イベントを知った経緯について
　上の2つの図は、「男女別、年齢別参加者の割合」
と「イベントを知った経緯について」をまとめた
ものである。図1から見てとれるように、70代女
性の参加者が多く、次いで60代女性の参加者が
多かった。これは、地区全体の行事への参加状
況や役員構成にも同じことが言える。また、男
性参加者が少ない傾向も同じである。イベント
を知った経緯については、町会役員からの誘い
が多く、知っている人からの誘いが効果的だと
感じた。イベント終了後に町会長への聞き取り
を行ったので、下記にまとめる。
4－4－2　平田町会長へのヒアリング結果
〈内容について〉
　肉まんづくりについては、参加者みんな喜んでいて、
良い企画だと思った。一方、先に来た人から準備等
を始めてしまい、後から来た人が入ってきづらい雰
囲気になってしまった。参加者全員が揃ってから、
流れを全体で共有し、しっかり足並みを揃えて行う
べきだった。また、事前の打ち合わせが不十分だっ
たため、町会としても至らなかった点が多かった。
〈参加者への周知および実施上の課題について〉
　事業内容を書いた回覧チラシを配ったが、回
覧を見てきてくれるのはごくわずかで、どんな
イベントでも知っている人からの口コミが有効
である。また、町会で行った別のイベントへ参
加をしたことで、私が今回のイベントを主催す
ることを知ってもらえる機会があり、応援のた
めに来てくれる人もいた。地区のイベントでも
同じことがいえるが、シニア世代、特に、60代、
70代の女性の参加者が多く、男性は少ないとい
80代以上
70代
60代
50代
40代
30代以下
幼児
80代
以上
70代 60代 50代 40代 幼児
女 2 11 6 1 0 1 2
男 0 1 2 0 1 0 0
女 男
30代
以下
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う傾向が見える。町会役員をしていれば、地域
行事に出ることは苦ではないが、多くの男性は
地域に出ることを苦手と感じている。男性も来
たいと思えるような事業を考えることは、町会
や地区としても重要な課題である。反対に女性
は地域にコミュニティを作ることがうまく、知
り合いがいると参加してもらいやすいので、女
性を味方にすることは、行事をうまく進めるコ
ツだと感じている。また、開催頻度は年1回では
なく、定期的に開催し、参加者が来られる時にい
つでも来てもらえるようにしたい。
〈多くの世代に来てもらうためには〉
　事業計画当初は、子どもからお年寄りまで、幅
広い世代に来てもらいたいと考えていたが、当
日はシニア世代の参加が多数で、若い世代は1組
だけになってしまった。町会の行事が2週連続に
なってしまって、PTAへの周知が思うようにい
かなかった。子どもにも参加してもらうためには、
保護者に向けての声掛け及び、協力が必要である。
平田町会も三世代同居家庭は少なくなり、祖父
母との関わり方がわからないという子どもが増
えている。世代間交流をすることで、思いやり
の心を育み、何かの機会に声を掛け合える関係
ができれば生活もしやすいと感じているので、
次回開催の時は、子どもも参加できるように工
夫を考えていく必要がある。
〈町会長として見る平田町会について〉
　平田町会は学区が複数あり、地域で子ども向
けの事業をやる時に難しさを感じている。町会
範囲が広いため、学区の境にある町会は学区が
同じ友達が多くいる町会の行事に参加してしま
い、双方の町会は困ることが多い。また、小学生
については、昔に比べて学年を超えた遊び方を
しなくなったため、クラス単位の狭いつながり
にとどまっていてもったいないと感じる。家族
構成についても、核家族や高齢者の単身、夫婦の
みの家庭が多くなり、違う世代との関わり方が
わからないのが現状である。町会でも、子ども
のうちから色々な経験ができる機会を作ってい
きたいとは感じていて、町会としても世代間交
流もやっていけるように考えていく必要はある。
4－4－3　町会長へのヒアリング結果と事業開催
目的の共通点
　平田でごはん開催にあたり、日頃から町会につい
て考えている町会長の存在はとても大きく、色 と々
尽力してもらった。これまでの活動では、地区全体
として見ることが多く、単位町会それぞれについて
考える機会がなかったため、今回の取り組みでは、
町会のことを知る良いきっかけともなった。芳川地
区は人口規模では松本市内、鎌田地区に次いで2
番目の規模をもつが、町会数が8つと少ないのが特
徴であり、それぞれの町会の大きさも異なり、最大
町会と最小町会では人口の差は5倍にもなる。その
ため、同じ地区においても町会が持つ課題につい
ては異なることは言うまでもない。こうした状況で
はあるが、地区としての課題と町会の課題が重なる
部分もある。一つ目は、事業の周知方法や参加者
に対するものである。地区、町会いずれにおいても
回覧にて周知することが多いが、各世帯に回るまで
に時間がかかることや、回覧物が多くあるため、印
象付けることが難しい部分もある。その一方、知り
合いなどからの誘いであると深く内容を知らなくて
も参加することも多いようである。口コミは非常に
効果的な宣伝媒体になることが分かった。二つ目は、
どの事業においても、女性参加者が多く、男性参
加者は数が少ない傾向にある。これについては、
女性は子育てをしながら、子どもの学校行事など
に参加する機会が多く、地域の中にコミュニティを
作るのがうまいため、男性より活発に参加している
のではないだろうか。反対に、男性は仕事や趣味で
仲間を作る機会が多く、働き世代の時には町会行
事に参加する機会も少ないので、参加に対して消
極的になると考えられる。また、子どもの参加を促
す際は、子どもだけでなく、保護者へのアプローチ
も大切であることから、PTAや育成会などへの働
きかけも必要になってくる。平田町会は2つの学区
があり、学区のまたがるエリアでは、小学校の友達
が沢山いる隣の地区のイベントに参加することが多
く、それぞれの町会長が困惑しているということも
ある。子ども向けのイベントでは、地区だけでなく、
学区としても、対応策を考える必要があるのではな
いかと思う。
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5．考察
5－1　食を活かした事業から見えてきた地域の
課題
　平成28年度より、芳川地区において、“食”を介
して住民同士の関係性を構築することを目的と
して活動をしてきた。食育学級、キッズクッキ
ング、世代間交流、町会でごはん（平田でごはん）
の各事業を進める中で、地区住民の協力が重要
であると感じている。また、参加してもらうだ
けでなく、運営も共に行っていけるように考え
ていく必要がある。
5－2　実践事例の相違点とこれからに向けて
　平成29年度に行ってきた、食育学級、キッズ
クッキング、世代間交流、町会でごはんの4つの
事業について以下にまとめた。
食育学級 キッズクッキング 世代間交流
町会でごはん
（平田でごはん）
事業目的
教育 教育
交流 交流
交流 交流
事業主体 芳川公民館 地域づくりインタ ンー伊藤 福祉ひろば
地域づくりインタ ンー
伊藤
関係団体 芳川保育ゆりかご会
松本大学人間健康
学部健康栄養学科 地区ボランティア（地
区住民）
平田町会役員
芳川地区食生活改
善協議会 平田町会住民
関係団体への
依存度 高い 比較的高い 比較的低い 低い
対象区域
芳川地区 芳川地区 芳川地区 平田町会
地区全体 地区全体 地区全体 単位町会
規模 大 大 大 小
参加者 固定 毎回異なる 毎回異なる 毎回異なる
対象世代 未就園児親子
小学生親子 小学生
全世代
幼児 シニア
開催場所
野溝公民館
芳川公民館
福祉ひろば
平田公民館野溝公民館近く畑※ 芳川公民館
芳川公民館
場所を変えての実施 不可 可能 可能 可能
開催頻度
（H29年度）
10回 2回 3回 1回
通年 単発 単発 単発
事業の事前準備 多い 比較的多い 比較的少ない 少ない
世代間交流の
有効性 高い 　　やや低い やや高い 高い
他地区等への展開 難しい 比較的難しい 比較的容易 比較的容易
※ゆりかご会Yさんの畑を厚意で貸してもらっている
Ⅱ．地域総合研究センター特別調査・研究員活動報告
260
　食を媒体に、学びや交流に関する4つの事業に
力を入れてきた。公民館主催の食育学級に携わ
る中で、農業に触れながら、子ども達を地域で育
てるという状況に直に関わってきた。芳川地区
内には地域で子どもを見守り、育てるという環
境が構築されており、私も自分の強みを活かし
て地域の子どもの育成に関わりたいと思った。
そこで、キッズクッキングの事業を立ち上げた。
また、公民館や福祉ひろば事業に携わり、地区の
ことを見る中で、事業の立ち上げや継続には地
域住民の協力が不可欠ということを実感した。
しかし、地区行事に協力してくれている団体の
多くにおいて、会員の高齢化が進み、会員が減っ
てしまっている。つまり、次世代の担い手不足
という課題を抱えている。また、芳川地区は宅
地造成も盛んに行われているため、他地域から
移り住む家族も多くいる。そういった人達が孤
立しないためにも、住民同士のつながりを持つ
ことが必要である。同世代との関わりを持つこ
とも大事であるが、親子のみで暮らす核家族が
増え、三世代同居家庭の減少により、家庭内にお
いて祖父母と関わる機会が激減している。その
ため、孫世代、祖父母世代それぞれの世代が異世
代の住民との関わり方がわからず戸惑っている。
そのような状況を打破するためにも、地区や町
会では意図して様々な世代が関われる機会を
作っていくべきである。地域に詳しい祖父母世
代から若い孫世代との交流の中で、文化の伝承
が行われたり、幼いうちに地域で様々な経験を
することにより、子ども達の中にも「この地域の
ことが好き」という愛郷心が生まれるのではな
いだろうか。そういった経験の積み重ねによって、
将来的には地域の担い手になっていくことを期
待している。そのためにも、幅広い世代が気軽
に楽しめる環境づくりが大切である。
　地域づくりインターンとして芳川地区に関わ
る中で、1年目は、地区を知ること、事業を立ち
上げることを中心に行ってきた。2年目について
は、前年度の活動に世代間交流という視点を加
味しながら地域づくりの展開のすそ野を広げて
きた。公民館事業の食育学級は、1年を通して、
畑で作物を育て、収穫し、口に入るまでの一貫し
たものである。内容については、様々なことに
興味を持ち始める乳幼児期の成長を促すにはと
ても良い取り組みである。また、保育もあるこ
とで、幼い子ども達が家族以外の大人と初めて
触れ合って、社会に溶け込んでいくきっかけに
なり、一緒に参加している母親にとっては、保育
をしてもらうことにより、安心して学びを深め
ることができ、子育ての先輩であるゆりかご会
員から育児のアドバイスを受けることなどもで
きて、信頼関係を構築することができる。子ど
もにとっても、母親にとっても、学びながら地域
とつながる場となっている。しかし、これから
の継続についてや、他地域への展開については、
畑の確保や、保育ボランティアの協力など様々
な課題があげられる。また、年間10回開催にあ
たり、準備なども含め、時間や労力もかかること
は事実であり、共催のゆりかご会にも負担がか
かっている状況であるため、他地域での展開に
ついては段階を踏んで行う必要があるため、難
しいように思える。
　インターン1年目に立ち上げたキッズクッキ
ングは、同事業の立ち上げの際は、子ども達が学
校以外で学べる場として、また、大学生が地域で
活躍できる機会の提供ということを踏まえて、
松本大学人間健康学部健康栄養学科の学生に事
業の提案を行い、一緒に企画を考えた。大学生
が地域に入ることで子ども達はリラックスした
気持ちで安心して参加ができていた。しかし、
大学生との企画については、大学の研究の一環
ということもあり、地域活動においての子ども
達の成長や、参加する子供同士の交流というよ
りは、研究の成果につなげるという目的が次第
に大きくなってしまい、私が当初考えていた意
図とずれてしまったように思える。芳川地区の
人達と関係性を作りながら、同事業を進める中で、
「芳川の人達に講師になってもらいたい」という
気持ちが強くなった。そこで、地域に健康な食
生活を伝えたいという思いを持っている食生活
改善推進協議会と同事業の目的が似ているので
はないかと考え、学生と一緒に行うのではなく、
地区で活動をしている団体と協同するに至った。
同じ地区に住む人達が企画にあたることで、地
区住民同士の交流にもつながると思う。しかし、
これまでの同事業は、学びの要素が大きく、交流
ということについてはこれから工夫していく必
要がある。地区の取り組みとして地区公民館を
会場にしているが、公民館から離れているとな
かなか足を運びにくいことも課題として挙げら
れる。また、子ども達を対象にしているため、学
校が休みの土日や、長期休暇中の開催に限られ
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てしまい、定期開催が難しく、1回ずつの単発開
催となってしまうため、継続性を持たせるため
には、協力団体を増やし、学校にも理解を得る必
要がある。そして、専門性が求められる部分も
あるため、開催側にも知識が必要である点が他
地域で展開するにあたっての課題になると感じ
ている。
　福祉ひろばにおいて、小学校の夏休みに合わ
せて学童クラブや児童センターに通う子ども達
と地域住民との世代間交流を行っている。春休
みには同様な事業を行っていなかったため、今
回は春にも交流の機会を設けたく、福祉ひろば
に話を持ち掛けた。実施した肉まんとピザづく
りは生地が柔らかくて包む作業に苦戦をしてい
ただが、大人のサポートもあったおかげで楽し
く作っていた。遊びの時間では、子ども達がや
り方やルールを教えながら交流を行っていた姿
が印象的で、地域の大人たちも童心に戻ったよ
うに子ども達と楽しく遊んでいて、良い交流が
できたように思える。しかし、子どもとの交流
をする上で、開催日程について課題を感じている。
通常、福祉ひろばでは主に平日に事業を行って
いるが、小学校は授業があるため、子どもを絡め
たイベントは学校が休みの土日や長期休暇に
行っている現状である。そのため、限定された
季節の単発事業となってしまっている。また、
募集についても、学童クラブや児童センターに
通う子ども達を対象としていること、福祉ひろ
ばをよく利用する地区住民との交流になってし
まい、限られた人たちの交流になっていること
が残念に感じられる。福祉ひろば事業として開
催することで、協力者を集めやすい点や事前の
準備も少なくて済む点についてはメリットに感
じる。より多くの子どもや地域住民が関わりを
持つためには工夫する必要がある。子どもが関
わる事業においては、学校や育成会PTAなどと
も関わりを深くすることも大事なことだと感じる。
一つとして、小学校の総合学習など、授業の一環
として取り組むことで、子ども達にとっても、地
域の住民にとっても、異世代との交流が身近な
ものになるのではないだろうか。しかし、その
ためには、学校側としっかりと話し合いをしな
がら決めていくため、すぐに進めることができ
ないのが難しい点である。福祉ひろばだけでなく、
公民館なども含め、地域として考えて行動して
いくが重要である。
　これまでは、地区全体に向けての事業を多く
行ってきた。芳川地区は南北に広い地域であり、
地区の公民館は遠くて来るのが大変だと感じて
いる住民も多くいる。特に自分で車の運転がで
きない高齢者や子ども達は困ることも多いので
はないだろうか。また、芳川地区の8つの町会に
異なる特色があり、人数規模も差があるため、そ
れぞれの町会が独自性をもって地域活動を行っ
ている。そういった点にも注目して平成29年度
より町会でごはんの事業を立ち上げた。前述の
キッズクッキングで一緒に作業をする中で仲間
意識が生まれ、グループ内でコミュニケーショ
ンを取っている姿や、公民館の別事業の際に、慰
労会をしながら、お互いの意見を共有する住民
たちの姿を見て、同じ空間で共に時間を過ごす
ことで、そこに参加する人同士の交流が生まれ
ることに気が付いた。さらに、住民同士でコミュ
ニケーションを図る際に、食は有効に働くと感
じた。生活拠点の中にある町会公民館は、地区
公民館に比べて、身近な場所にあるため、歩きや
自転車で気軽に集まることができ、近くに住む
人同士で誘い合ってくることが可能である。同
じ生活拠点であるため、顔見知りも多く、安心感
がある。そういった意味でも町会公民館での事
業展開はより身近な関係性構築に期待ができる。
また、放課後の子どもの居場所ということで、町
会公民館の利用も注目をされている。町会公民
館を利用して、世代間交流を行うことについて
はとても有効であるが、地区、町会の人達が気軽
に集える環境づくり、どのような人でもできる
やり方などを考えることが今後の課題になる。
　地域力を高めて、より住みよい環境にするた
めには、地区として広く地域づくりを展開する
ことももちろん大切なことであるが、芳川地区
のような人口増加をし、古くから住む人、新しく
移り住む人が混在して生活をしている環境にお
いては、より身近な町会での信頼できる関係づ
くりをすることにも大変重要な意味があると考
える。「町会でごはん」のように、町会の公民館
を使って気軽に集まる機会が増えれば、少しず
つではあるが、町会に知り合いが増え、より安心
して暮らすことができるのではないだろうか。
また、そのような町会での取り組みが広がって
いけば、地区の活性化にもつながると思う。始
めたばかりの事業で、課題が多いが、回数を重ね
たり、他の町会でも行って、徐々に活動を広げて
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いくこと、そして、地域の人達で自走させていく
ための足掛かりを作っていくことが、地域づく
りインターンとして地区に配属された大きな意
義になると考える。
　最終年度に差し掛かるにあたり、自分の活動
を地域におろし、地域内で自走していける仕組
みを形成していく時期になってきた。そのため
にも、地域住民の言葉やニーズにしっかりと向
き合うことが大事である。様々な価値観が混在
する地区だからこそ、住民一人ひとりが楽しみ
ながら関われる地域にしていくために、しっか
りとした基盤づくりをしていこうと思う。
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